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【日 時】 

 ・平成28年 2月16日（火）、3月4日（金）、3月10日（木）    

 ・12:10～12:50 
 ※３日間の開催となりますが内容は毎回完結しますので、1回のみの参加も 
  可能です。お申込みの際に、参加日程をお知らせ下さい。 
 

【講 師】 小林 和美 氏 
    （社会労務士、キャリア・コンサルタント、交流分析士 等） 
 
【会 場】 
 ・山梨大学甲府キャンパス：附属図書館１階 
 ・山梨大学医学部キャンパス：附属図書館医学分館会議室 
              (※医学部キャンパスはスカイプ中継) 
【その他】 
 ・昼食をとりながら参加することができます。ゴミはお持ち帰りください。 
 ・医学分館については、実施日に限り特別に飲食が可能です。 
 
【申 込】 
 ・氏名・所属・参加日をご記入の上、 conohana@yamanashi.ac.jp 宛、 
  または当室HPお問合せフォームより送信ください。 
    

本学教職員及び学生のコミュニケーション能力向上と円滑な職場環境の
実現に向け、下記の通りセミナーを開催します。 

  理系進学応援講座（県内女子中高生対象）  
  「サイエンスガールの未来を語ろう！ 
 －見つけ出せ、地球の力！キーワードはライフサイエンス－」 

 
 お楽しみランチ会  
 「入門介護講座 要介護者疑似体験」 

【プログラム】 
 １．開会 ぴゅあ総合館長、男女共同参画推進室長 挨拶 
 ２．講演 柳場まな さん 
      山梨大学大学院 生命情報システム学コース 博士課程1年  
 ３．山梨大学女子学生による大学生活・進路選択紹介  
     水野 佑実さん 生命環境学部 地域食物科学科2年 

     進藤 理圭さん 生命環境学部 生命工学科3年 

     井上 絵梨さん 大学院 環境社会創生工学専攻 博士課程1年 

 ４．中高生・大学生のグループトークタイム 
 ５．閉会 

【日時】平成28年 3月19日(土) 13:30～15:30 
【対象】県内女子中高生 保護者の方も参加可能 
【費用】無料 (要 事前申し込み) 
【会場・申込み先】山梨県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合 
  〒400-0862 甲府市朝気1-2-2 TEL:055-235-4171  
   E-MAIL: sogoevent@yamanashi-bunka.or.jp 

【共催】山梨大学男女共同参画推進室 【後援】山梨県教育委員会 

【日時】H28年 3月24日(木) 12:10～12:50 
【場所】甲府キャンパスB1-214号室 
    男女共同参画推進室交流スペース 
【講師】山梨県立介護実習普及センター  
    指導員 市川恵美子氏 
【申込み先】conohana@yamanashi.ac.jp 宛、または 
      当室HPお問合せフォームへご連絡ください。 
 

体の一部が麻痺してしまったら？ 
目がぼんやりしか見えなくなってしまったら・・・？ 

 介護はまず、要介護者の気持ちに寄り添う事が
大事です。相手の身になり介護ができるよう、疑
似体験で要介護者の生活を体験してみませんか。 
 現在、介護中の方、これから介護を控えている
方向けの講座です。 

「白内障疑似体験(メガネ)」や 
「片マヒ疑似体験（腕パーツ）」を装着し、 

いつもの昼食をとってみましょう。 

スキルアップセミナー 
自己分析や対話分析のほか、 
陥りやすいトラブルパターンを 

把握し、よりよい人間関係構築の 
ためのスキルを学びましょう 

※定員15名 

■ イベント開催のお知らせ 

『職場のコミュニケーション  
         そのコミュニケーションに、満足していますか』 
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ランチ会情報 
    ※マークと日にちが変わりました 

交流スペース（B1-214号室）で 
   テーマ別ランチ会を開催中♪ 

  2の付く日：介護情報交換！ 

  ５の付く日：子育て情報交換！ 

   毎週木曜日：デンパ☆梨甲局  
 （どなたでもご参加いただけます  
           別席での個人利用も可能です。） 
 

マークのない日にいらしていただいてもOKです♪ 

（但し、打合せ等で対応できないことがあります） 

山梨大学 男女共同参画推進室 B1-213号室（事務室）  交流スペース（B1-214号室）の利用時間 9:00～17:00  
 TEL: 055-220-8350  FAX: 055-220-8351     E-mail: conohana@yamanashi.ac.jp 

 キャリアアシスタント(CA)制度利用の感想をご紹介 

◆制度の利用者とＣＡの募集時期について 
 ＣＡ制度利用者の募集（研究者向け）、ＣＡ募集（学生向け）共に、前期・後期開始前にホームページや 
学内掲示板、ＣＮＳ等にて実施しています。利用希望者はご確認の上、お申し込みください。また、突発的な
ライフイベント等への対応は随時行っております。当室までご相談ください。 

✿ 男女共同参画推進室では、研究者の研究活動とライフイベントとの両立を支援するとともに、研究をアシスト
する者の研究キャリアの形成支援を目的とした「キャリアアシスタント（ＣＡ）制度」を運営しています。 
今回は、現在制度を利用している女性研究者と、そのＣＡを務める学生に、志望動機や利用感想をご紹介します。 

Q.応募したきっかけは？ 
限られた学生生活のなかで自分自身を刺激しながら、学ぶことができると思ったから
です。私の将来の夢は教師になることです。専門的な知識だけではなく、指導方法等
も学びたいと思っていました。CA活動を行うなか、制作補助に加え講義準備を間近
で見ることにより、将来に生かすことができると思ったからです。 
 

Q. CA活動のやりがいや楽しさって？ 
私も知らなかった発見があったときには、自分自身の学びともなっています。 
そして、専門分野の魅力だけではなく、大変さも知る機会となりました。 

 
Q.  CA活動をとおしてどんな効果・影響がありましたか？ 
小学校や中学校の研究授業の見方が変わりました。授業内で扱う材料や支援方法が適
切であったか、他の方法もあるのではないかと自分自身で考えながら観察する力がつ
いたと思います。また、自身の学びに必要な分野だけではなく、興味を持つだけでと
どまっていた学問も学びたいという意欲が湧きました。受講している授業にも、CA
活動のなかで学んだことを生かして行っています。 

Q.制度を利用した理由は？ 
育児短時間勤務の申請に伴い、労働時間が少ない中で研究業務を継続するためです。 

 
Q.制度を利用した率直な感想は？ 
研究をサポートしてもらうばかりではなく、CA学生が研究について積極的に理解を深
め今後の学習へ繋がっている様子がみられました。 

 
Q.制度を利用したことによる研究への効果は？ 
研究の一環として研究発表の企画運営のサポートもCAへ依頼しました。学生の意見は
学究的に偏らず、学生の視点が活かされる場面もあり効果的でした。 

 
Q.制度を利用したことによる自身への効果は？ 
産後休暇中に育児をしていく中で職場復帰も危ぶまれましたが、育児のための時間が確
保できたことは、結果的に安定した研究の継続につながり、サポーター制度利用中の発
表活動にも専念することができました。 

Ｂさん 
現在活動中の、 
Ａ先生のＣＡ 

Ａ先生 
現在、ＣＡ制度利用中 


	スライド番号 1
	スライド番号 2

